
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用理科技能検定 

𝐸𝑣𝑎𝑙𝑢𝑎𝑡𝑒 𝑦𝑜𝑢𝑟 𝑎𝑏𝑖𝑙𝑖𝑡𝑦 𝑖𝑛 𝑆𝑐𝑖𝑒𝑛𝑐𝑒 𝑎𝑛𝑑 𝑀𝑎𝑡ℎ𝑒𝑚𝑎𝑡𝑖𝑐𝑠 

地学検定 ◆ 生物検定 ◆ 化学検定 ◆ 物理検定 

理科検定・理数検定 

団体受検 

検定日は学校・団体側で設定してください 

２週間前までにご連絡くだされば結構です 

rikakentei(理科検定)で検索 

一般社団法人日本理科検定協会 

rikakentei.com 

𝑆𝑢𝑘𝑒𝑛 𝑅𝑖𝑘𝑒𝑛 𝐺𝑒𝑛𝑒𝑟𝑎𝑙 𝐼𝑛𝑐𝑜𝑟𝑝𝑜𝑟𝑎𝑡𝑒𝑑 𝐴𝑠𝑠𝑜𝑐𝑖𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 

𝑇𝑜𝑤𝑎𝑟𝑑 𝑡ℎ𝑒 𝑟𝑒𝑎𝑙𝑖𝑧𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 𝑜𝑓 𝑎 𝑐𝑎𝑟𝑏𝑜𝑛 − 𝑛𝑒𝑢𝑡𝑟𝑎𝑙 𝑠𝑜𝑐𝑖𝑒𝑡𝑦 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 実用理科技能検定とは 

実用理科技能とは、地学的知識技能・生物的

知識技能、化学的知識技能、物理的知識技能

の４知識技能をいう。そして、実用的知識技

能とは、だれもが一定の時間をかけて練磨す

れば、目に見えて向上する技量のことです。 

◆ 難易度は時間の関数である 

学習に関する難易度は時間の関数であり、数

値化することができます。 

難易度の単位を「ｓ」として、日本語の１行

４２文字の読取難度は１０ｓと規定される。 

高校理科基礎の教科書は３００ページ程度で

あり、その学習難度はおよそ３６０００ｓに

なります。 

教科書の内容が音声化されているならば、１

日２０分、１２００ｓの学習時間で約１か月

の学習量に相当します。 

◆ 実用理科技能検定の設計難度 

理科検定の検定問題は難度設計がなされてい

て、検定時間との相関が図られている。それ

は、読取難度、思考難度、表現難度などです。 

検査問題については難度設計をしたうえで実

証検査がなされ、検定基準が規程されている。 

理科検定の検査問題は検定基準に則って作成

され、題意を的確に把握できるように図表が

添えられていますが、図表ができて初めて問

題内容を構成するべく作問順序が規程されて

います。 

◆ 実用理科技能検定の構成 

１ 理数検定（合格基準７０％） 

  Ａ・・・中学３年分の理数的知識技能を 

      評価する。 

 ＡＡ・・・高校地学基礎、生物基礎、化学 

基礎、物理基礎、数学基礎の理 

数的知識技能を評価する。 

ＡＡＡ・・・高校地学、生物、化学、物理、 

数学の理数的知識技能を評価する。 

２ ＳＴＥＰ（合格基準７０％） 

地学検定 ３級・・・中１～中３地学分野 

     ２級・・・地学基礎＋α 

１級・・・地学＋β 

生物検定 ３級・・・中１～中３生物分野 

     ２級・・・生物基礎＋α 

     １級・・・生物＋β 

化学検定 ３級・・・中１～中３化学分野 

     ２級・・・化学基礎＋α 

     １級・・・化学＋β 

物理検定 ３級・・・中１～中３物理分野 

     ２級・・・物理基礎＋α 

     １級・・・物理＋β 

３ ＳＴＥＰ（合格基準７０％） 

 ３級・・・地学・生物・化学・物理総合 

 ４級・・・地学・生物・化学・物理総合 

 ５級・・・地学・生物・化学・物理総合 

 ６級・・・地学・生物・化学・物理総合 

 ７級・・・地学・生物・化学・物理総合 

 ８級・・・地学・生物・化学・物理総合 

 ＊９級～１１級は ＳＣＯＲＥ３０,４０ 

  を活用してください。 

４ ＳＣＯＲＥ（到達度） 

  SCORE 30, 40・・・小１～小６の内容 

   SCORE 60・・・中１（小６）～中３の内容 

   SCORE100・・・高１（中３）～高３の内容 

 

＊詳しくは「理検」ホームページをご参照ください。 

  rikakentei.com   

e-mail  info@rikakentei.com 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 理数検定（２０２２年６月から実施予定）𝐸𝑣𝑎𝑙𝑢𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 𝑜𝑓 𝑠𝑐𝑖𝑒𝑛𝑐𝑒 & 𝑚𝑎𝑡ℎ 𝑠𝑘𝑖𝑙𝑙𝑠 

１ 理数検定は３階級で構成する・・・Ａ, ＡＡ, ＡＡＡ 

２ ５知識技能＋α 

  生物的知識技能・地学的知識技能・化学的知識技能・物理的知識技能・数学的知識技能に加え 

表現技能（α）を観る。 

３ レベル 

    Ａ・・・中学段階の内容を５知識技能の観点から評価する。 

   ＡＡ・・・高校基礎段階の内容を５知識技能の観点から評価する。 

  ＡＡＡ・・・高校段階の内容を５知識技能＋αの観点から評価する。 

  Ａ, ＡＡは自由に受検可能、ＡＡＡはＡＡ合格者を対象に実施する． 

４ １年に２回程度実施する。 

５ 全てオンラインでの実施になる。 

６ 動画を視聴して問題に答える形式であり、設問は音声のみの問題もある。 

  キーボードから入力、１０字～４０字程度の記述問題を含むのでＩＴ基礎技能が必要となる。 

  問題は英語で問われる場合もある。 

７ 基本的に電卓、辞書、参考書の使用は自由。 

８ 理数検定は個人受検を基本とするが、学校団体受検も可能。 

  チームで受検する方法も準備する。ただし、合格証書の付与は個人受検に限る。 

１３ 理数検定基準（抜粋） 

  理数的知識技能とは、生物的・化学的・地学的・物理的・数学的・言語的知識技能をいう。 

  理数検定は本検定の合格基準に達することを目的にするばかりでなく、本検定で評価された 

  理数的知識技能をさらに高め、その知の財産を活用し理数社会で活躍する人を評価する。 

１４ A 検査問題数 ２０問 記述・択一 ７０％以上（14問以上正解）で合格 

  個人のタブレット・ＰＣ・スマホで受検可能とする。 

  検査時間は４０分。 

AA 検査問題数 ２０問 記述・択一 ７０％以上（14問以上正解）で合格 

  個人のタブレット・ＰＣ・スマホで受検可能とする。 

  検査時間は４０分。 

AAA の検査問題数 ２０問 記述・択一 ７０％以上（14問以上正解）で合格 

  個人のタブレット・ＰＣ・スマホで受検可能とする。 

  検査時間は５０分。 

  学校・学習塾等 １０人以上で団体受検可能とする。 

１５  A , AA の講習を実施できるものは「理検 Doctor」の登録者であること。 

１６  理数検定 AAA に合格しＰＣ等による表現技能を持つものはプロとして認め、様々な講習依 

頼もしくは超高速学習の発展に協力していただく計画です。 

１７  本検定の評価委員会は一般社団法人日本理科検定協会が委嘱したもので構成する。 

 

         ＊詳しくは rikakentei.com   risukentei.com をご参照ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＳＴＥＰ（階級式）   𝐸𝑣𝑎𝑙𝑢𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 𝑜𝑓 𝑠𝑐𝑖𝑒𝑛𝑐𝑒 𝑠𝑘𝑖𝑙𝑙𝑠 

１ 個人受検・団体受検（Paper-based） 

  １級 地学、生物、化学、物理ともに 検定時間９０分  ７問２８０点 選択・記述式 

  ２級 地学、生物、化学、物理ともに 検定時間７０分 １０問２００点 選択・記述式 

  ３級 ４級 ５級ともに検定時間５０分 ２０問２００点 選択・記述式 

  ６級 ７級 ８級ともに検定時間４５分 １５問１５０点 選択・記述式 

   ＊合格基準７０％以上で各級合格証書を付与 ５０％以上で各準級合格証書を付与 

２ 個人受検（Web-based） 

  １級 超高速学習＋検定 学習１４日＋検定時間７０分 選択・記述式 動画・音声 

  ２級 超高速学習＋検定 学習１０日＋検定時間６０分 選択・記述式 動画・音声 

  地学３級、生物３級、化学３級、物理３級ともに検定時間５０分 選択・記述式 動画・音声 

３ ＳＣＯＲＥ（到達式）   𝐸𝑣𝑎𝑙𝑢𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 𝑜𝑓 𝑠𝑐𝑖𝑒𝑛𝑐𝑒 & 𝑚𝑎𝑡ℎ 𝑠𝑘𝑖𝑙𝑙𝑠 

１ SCORE 100 ６０問 １２０分 高１(中３)～高３の理数的知識技能を総合してその到達レベルを評価 

        Paper-based   Web-based 有り 

   １０００点満点 ９００点以上で１級合格  ８００点以上で準１級合格  

           ７００点以上で２級合格  ５５０点以上で準２級合格 

           ４００点以上で３級合格  ３５０点以上で準３級合格 

           ３００点以上で４級合格  ２５０点以上で準４級合格 

           ２００点以上で５級合格  １５０点以上で準５級合格 

２ SCORE 60  ４０問 ６０分 中１(小６)～中３の理数的知識技能を総合してその到達レベルを評価 

        Paper-based  Web-based 有り 

    ６００点満点 ５５０点以上で準２級合格  ４００点以上で３級合格  

           ３５０点以上で準３級合格  ３００点以上で４級合格 

           ２５０点以上で準４級合格  ２００点以上で５級合格 

３ SCORE 40  ４０問 ５０分 小３～小６の理数的知識技能を総合してその到達レベルを評価 

        Paper-based  Web-based 有り 

    ４００点満点 ３８０点以上で準５級合格  ２８０点以上で６級合格  

           ２００点以上で７級合格   １５０点以上で８級合格 

            ７０点以上で９級合格 

４ SCORE 30  ３０問 20～30分 小１～小３の理数的知識技能を総合してその到達レベルを評価 

              Paper-based   Web-based 有り 

    ３００点満点 ２８０点以上で準８級合格  ２００点以上で９級合格  

           １５０点以上で１０級合格   ７０点以上で１１級合格 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑅𝑖𝑘𝑒𝑛 𝑊𝑜𝑟𝑙𝑑 

𝑇   𝑡 − 𝑥  𝑡 − 𝑦 = cos𝑡  

𝑒𝑥𝑝𝑟𝑒𝑠𝑠𝑖𝑜𝑛 𝑓𝑎𝑐𝑡𝑜𝑟  𝑡 

単純な理式で布の折り目を

立体的に表現する 

 

𝑇 − 𝑒𝑥𝑝𝑟𝑒𝑠𝑠𝑖𝑜𝑛 

𝑆𝑢𝑘𝑒𝑛 𝑅𝑖𝑘𝑒𝑛 𝐺𝑒𝑛𝑒𝑟𝑎𝑙 𝐼𝑛𝑐𝑜𝑟𝑝𝑜𝑟𝑎𝑡𝑒𝑑 𝐴𝑠𝑠𝑜𝑐𝑖𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆化学２級対策として音声化される内容例です。（音声化されたコンテンツは６月ごろオトバンクにアップされる予定） 

 

◆生物２級対策として音声化されている内容例です。超高速学習 ３秒口頭試問と音声解説の内容です。 

（音声化されたコンテンツは６月ごろオトバンクにアップされる予定） 

「理検」では超高速学習を推進しています。生物基礎と地学の音声化は既に完成し、続いて、２０２２年６月

までには物理基礎、化学が音声化されます。音声化されると、読取難度が限りなく０に近くなるので高速学習

が可能になります。小学生を含む多くの方々がこれを活用して高校内容を学んでいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理検の特長 １ 

１ 学校の予定に合わせて団体受検ができます。 

多くの学校が独自に検定日を設定して、金曜 

日に実施する学校も増えています。 

２ Paper-basedの場合、採点後の解答用紙が郵 

送返還されます。合格証書は２週間程度で 

郵送されます。 

３ Web-based の場合は、自分の解答結果で何番

の問題ができていなかったかがすぐ分かり

ます。合格証書の発行は５日程度で手許に届 

きます。 

４ 「理検」では、知の財産としてＥＶステッカ 

ーを配布しています。 

５ 「理検 Doctor」登録制を運営しています。 

理検の特長 ２ 

１ 理数検定の場合は全てオンラインで実施さ 

れます。 

２ 検査問題は動画や音声で構成されています。 

  英語での問題も出題されることがあります。 

  また、基本的ＩＴ技能が求められます。 

３ 電卓・辞書・参考書の使用が認められます。 

４ 動画の多くは超高速学習で活用される学習 

  内容になっていますので、教科書で学習した 

  内容の他、超高速学習の内容を視聴されるこ 

とをお勧めいたします。（有料版） 

５ 「理検」サイトの「えいごネプチューン」を 

  参照いただくと科学英語を学ぶことができま

す。（無料版） 

◆ 難度設計（科学的学習法の開発） 

難しい、易しいは時間の関数。時間の関数として学習量を数値化する方法を紹介します。 

Ａ４の用紙、１行の文字数は約４０字である。これを読み取る日本人の平均時間は１０秒です。 

１０ｓを標準にして規定する。１行の読取難度を１０ｓとする。 

教科書の１行は３２文字で１行が１０×３／４≒７ｓ １ページ３２行だから２２４ｓ、文字情報の充填

率が５０％として、１Ｐの学習量は１１２ｓ。 

３００Ｐの教科書の学習量は１１２ｓ×３００＝３３６００ｓになる。これを調整して、３６０００ｓが

教科書の読取難度、つまり音声学習量になる。だから、教科書の音声化ができれば、３６０００秒で学習

できることになる。１日２０分の学習は１２００ｓだから、３６０００ｓ÷１２００ｓ ⇒ ３０日 

教科書を音声化して耳学の学習スタイルにすれば３０日で終わる。学習深化は繰り返し回数に帰する。 

しかも１日２０分の学習時間で、だれもが１年分の教科書の内容を少なくとも１か月で学び取ることがで

きるようになる。これが超高速学習のテーゼです。               Ｔ.Ｔ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝐿𝑖𝑓𝑒𝑙𝑜𝑛𝑔 𝑙𝑒𝑎𝑟𝑛𝑖𝑛𝑔  ☆  𝑅𝑒𝑠𝑘𝑖𝑙𝑙𝑖𝑛𝑔 

協力：理数検定研究所 

risukentei.com 

e-mail info@risukentei.com 

一般社団法人日本理科検定協会 

rikakentei.com  

［科学研究都市］〒305-0031つくば市吾妻 1-5-7 ﾀﾞｲﾜﾛｲﾈｯﾄﾋﾞﾙ 2F 

TEL 0120-037-345 

e-mail info@rikakentei.com 

𝑆𝑢𝑘𝑒𝑛 𝑅𝑖𝑘𝑒𝑛 𝐺𝑒𝑛𝑒𝑟𝑎𝑙 𝐼𝑛𝑐𝑜𝑟𝑝𝑜𝑟𝑎𝑡𝑒𝑑 𝐴𝑠𝑠𝑜𝑐𝑖𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛 


